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広報うおづ (2)一一一一一一一一一………一平成4年 5月

EE ，.， ._量謹呈里三二亘里
二孟置罵 5ミ‘晶.
をになう市長・市議会議員がきまりました。

(掲載の順序は、立候補届出順)

。
市

0
市
議
会
議
員

長

石

川

精

ニ

(臼

上
村
木

団
体
役
員

無
所
属

新浜

多

弘

之

(ω

中
央
通
り

米
穀
商

自
由
民
主
党

元浜
谷
佐
久
三

(侃

大
光
寺

会
社
役
員

自
由
民
主
党

元清

河

貢

(日

下
材
木
町

会
社
員

日
本
社
会
党

現

窪

田

信

夫

(
悦

大
海
寺
新

農

業
自
由
民
主
党

現野
崎

出農

業

自
由
民
主
党

見
吋
寸

J'田

中

光

幸

(
日

本

江
団
体
役
員

無
所
属

見
可
寸
d稗

苗

清

吉

(
川崎

稗

畠

会
社
役
員

自
由
民
主
党

目ん
「
4
J古

金
北
鬼
江

団
体
役
員

日
本
社
会
党

見
吋
寸

l'

集
吉
(
臼

広

(
U

朝

野

幹

子

(
斜

東

町
政
党
役
員

日
本
共
産
党

現吉
崎
源
太
郎
(
錦

上

野

農

業

自
由
民
主
党

新野

沢

幸

昭

(
日

三

ケ

自
営
業

自
由
民
主
党

見
守

3清

水

修

三

(
的

友

道

会
社
役
員

自
由
民
主
党

見
「
寸
d森

内

俊

雄

(
弘

吉

島

会
社
員

日
本
社
会
党

見
守
寸
J

曽機織品、際機嫌嫌総齢、可織様車線齢、背縫線総総量滋総司線総総織司、韓滋滋総総爵総縄戦可燃機器機騒織機齢、、総燃機織織機嫌滋線総総樹齢際総縫機感機滋縞織総蕊蕊線総憾磁路樹齢総総総滋隠線機感線機器燃機織際機織線機織弘司滋憾弘、総線機感機織総総弘司際機際線~可燃齢機感鶴自総際総感総E機感際線織機総線機器丸、



(3) 広報うおづ 平成 4年 5月………一…一一…一……一側側一
4年聞の市 政をになう

・・E画面画面画面画面 ・・・・・・・・・・・・・・ 圃・・・ー~

市長・市諒
4月26日の選挙の結果、これから 4年間の市政

市長・市議会議員の当選者は次のとおりです。

新無会浜 菊 新所属無自平 沢 現 由自農木 関 現社民社会新本 朝野 現由自建蛇 高島
所属 社経 池 営業沢 崎役 目 民業新下 口 党員町

主党民業設 団 信義員
達虞 敬義 王 彰

1t 衛 一一..-、、

55 45 53 48 62 

沢

崎

尚

武

(ω

北
鬼
江

自
営
業

自
由
民
主
党

見
守
寸
d

現本産党共日 政役党員 上口 中国向
現公明政党役員 仏 竹内 新無所属役会社員 文 越 現由自 農 上村本 鰻坂

化町 )11 
党田

党民主 業 昭弘
進

生弥

46 48 61 59 

当日有権者数

37.333人

男 17，565人

女 19，768人

投 票 率

市議会議員
市長 選挙

選 挙

88.87% 88.87% 

男 86.68% 男 86.68%

女 90.82% 女 90.81%

掲
載
内
容

(
敬
称
略
)

¥氏
名

・
年
齢

・
住
所

J

r
職

業

党

派

・
新
旧
別、

七

沢

秋

政

(日

青

島

会
社
員

日
本
社
会
党

現 経

沢

忠

勝

(灯

経
田
中
町

製
飴
業

無
所
属

新 経

沢

稔

(日

浜
経
団

書

家

自
由
民
主
党

見
「
寸
d

器議線機感総樹齢議総邸時総総樹齢欄総機感際機齢、嚇樹齢際機線機器欄闘機欄弘司欄機嫌樹齢韓樹齢欄樹齢欄欄樹齢車線機欄樹齢樹齢滋闘機感樹齢欄総邸機磁器、司樹齢際線機欄隠線機織欄樹齢弘司樹齢樹齢総欄機織欄樹齢線機欄闘機嫌齢盤、W 線機



広報うおづ (4)

4
月
4
日
、
中
沖
豊
富
山
県
知

市
の
井
原
市
長
・
チ
ェ
ン
マ
イ

が
出
席
し
て
魚
津
市
民
会
館
で

側側 側 側 内 側 関 側州側側関側関側州側側関側関側関側関側関……州側… 平成 4年 5月

日
に
は
水
仙
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

素
晴

5
レ
い
渇
素
晴

-Dν
い
山

素
晴

5
レ
い
街
魚
津

(
閣
制
川
団
四
団
閣
国
閣
ハ
)

花
の
フ
Z

ス一
7
f
パ仰

・
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
文
字

期
間
/

4
月
下
旬

1
5月
上
旬

場
所
/
魚
津
水
族
館
横

市
制
施
行

ω周
年
を
-記
念
す
る

「
ω」
の
数
字
と
市
の
マ
ー
ク
を
チ

ュ
ー
リ

ッ
プ
の
花
で
デ
ザ
イ
ン
し
ま

し
た
。

是
非
、
ご
覧
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
。

-
フ
ラ
ワ
ー
ロ

i
ド

か
の
こ
ゆ
り
(
フ
ラ
ワ
ー
J

期
間
/

7
月
上
旬

1
8月

場
所
/
J
R
魚
津
駅
前
広

ー
上
村
木
交

市
の
花

「
か
の
こ
ゆ
り
」
3

0
0
0
本
を
フ
ラ
ワ
ー
ポ

ッ
ト

に
植
え
込
み
、

J

R
魚
津
駅
前

広
場
と
上
村
木
交
差
点
ま
で
の

中
央
分
離
帯
に
設
置
し
ま
す
。



平成 4年 5月一……一一…一一一…一欄…

新しい魚津市への脱出制施行

(5) 広報うあ、づ

0
高
校
野
球
親
善
招
待
試
合

徳
島
商
業
高
校
を
招
い
て
市

内
3
高
校
と
親
善
試
合
を
行
う

期
日

5
月
9
日
(+で

m日
(邑

9
日
(
1
試
合
)
午
後
2
時
i

日
日
(2
試
合
)
午
前
9
時
ぬ
分
j

場
所
桃
山
野
球
場

O
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会

期
日

5
月
叩
日
(息

午
後

6
時
初
分

i

場
所
魚
津
市
民
会
館

講

師

板

東

英

ニ

氏

(
元
徳
島
商
野
球
部
投
手
)

O
戦
国
の
ろ
し
祭
り

期
日

5
月
幻
自
(息

午
前

9
時
羽
分

i

松
倉
城
跡
、
金
山
城
跡

升
方
城
跡
(
同
時
進
行
)

場
所

ヲ
ャ
パ
シ
エ
キ
ス
ポ
富
山

テーマ人
間
ー
そ
の
内
と
外

富
山
か
ら
世
界
ヘ
・
未
来
ヘ

・
会
期

7
月

m日
(
金
)
i
9月
U
日
(
日
)
即
日
間

・
会
場
県
民
公
園
大
間
山
ラ
ン
ド
(
小
杉
町
)

O
『

R
W
只
@
意
と
扇
自
白
捌
』
市
町
村
催
事

司。

(周
)
l

て
も
ん

り
込
み
蝶
六

ち
び
っ
子
獅
子
舞

を
披
露

o
闘
騒
λ
窃

mw窃
窮
申
(
当
日
券
の
割
引
)

お
求
め
は
・
・
・
・
・
・
市
商
工
観
光
課

合
目
|
2
2
0
0
内
線

3
3
1

子供 徒生
大
人

) 小生宇古上3 

〆'ー、

中 18 

校高生

歳

上以
分

) 

2 普

4 9 2 
通

5 。5 入。。。士暴
円 円 円 券

ゴJ
1 2 5 IE 。。C lレT。。C 。。。カ

円 円 円

※

J
E
T
ゴ
ー
ル
ド
カ

l
ド
は
、
会
期
中
何
回
で
も
入
場
で
き
る

お
得
な
入
場
券
で
す
。



広報うあ、づ (6)

水
洗
化
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん

問
い
合
わ
せ
:
・
市
下
水
道
課

8
n
E
2
2
0
0
内
線

3
8
1
1
3
8
3

公
共
下
水
道
を
使
用
す
る
た
め
に
は
、
く
み
取
り
便
所
を

水
洗
便
所
に
改
造
す
る
と
と
も
に
排
水
設
備
を
設
置
し
、
公

共
下
水
道
に
接
続
す
る
な
ど
の
水
洗
化
工
事
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
み
な
さ
ん
に
一
日
で
も
早
く
水
洗
化
工
事
を
行

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

側関側関側州側欄州側側州側関側州側側関側関側側州側関側関側側州側関側側…平成 4年 5月

-
融
資
限
度
額

・
融
資
期
間

・

利

率

ヌす

象

工

O
現
在
使
用
し
て
い
る
く
み
取
り
便

所
(
し
尿
浄
化
槽
を
含
む
)
を
水

洗
便
所
に
改
造
す
る
工
事

〔
水
洗
化
工
事
〕

O
水
洗
化
工
事
と
同
時
に
行
う
台
所

な
ど
の
雑
排
水
工
事

※
原
則
と
し
て
処
理
開
始
の
日
か
ら

3
年
以
内
に
工
事
す
る
も
の

文す

象

者

O
改
造
工
事
を
行
う
建
物
の
所
有
者

ま
た
は
使
用
者
で
、
市
税

・
受
益

者
負
担
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
。

(
法
人
は
除
く
)

事

1
0
0万
円

3
年
以
内
(
毎
月
償
還
)

金
融
機
関
と
市
が
協
定

し
た
利
率

O
自
己
資
金
だ
け
で
は
改
造
資
金
を

一
度
に
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
な

方
で
、
資
金
の
返
済
能
力
が
あ
る

方
。手

続

き

あ
ら
か
じ
め
融
資
あ
っ
せ
ん
申
込

書
に
金
融
機
関
の
確
認
印
を
も
ら
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
申
込
書
は
、
取

扱
金
融
機
関
、
指
定
工
事
庖
、
下
水

道
課
に
あ
り
ま
す
。

・
取
扱
金
融
機
関

広
報
3
年

8
月
号
に
掲
載

.
指
定
工
事
庖

広
報

3
年
6
・
8
月
号
、

4
年

2
月
号
に
掲
載
。

①
市
へ
の
申
し
込
み

工
事
を
着
工
す
る
前
に
、
金
融
機

関
の
砂
川
認
印
を
も
ら

っ
た
融
資
あ
っ

せ
ん
申
込
書
を
、
見
積
書
、
納
税
証

明
書
と
一
緒
に
指
定
工
事
庖
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
指
定
工
事
庖
が
代

行
し
て
申
請
し
ま
す
。

②
審
査

市
で
は
、
申
し
込
み
に
対
し
て
審

査
を
行
い

、
あ
っ
せ
ん
傾
を
決
定
し

て
通
知
し
ま
す
。

③
借
入
れ
申
し
込
み

市
の
融
資
あ
っ
せ
ん
決
定
通
知
に

基
き
、
金
融
機
関
で
借
入
れ
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

手リ

子

給

補

借
入
れ
利
率
の

4
%を
超
え
る
分
を
補
給

(
3
年
間
を
限
度
)

融
資
を
受
け
た
方
は
、
償
還
を
行

っ
た
翌
年
度
の

4
月
末
ま
で
に
、
利

子
補
給
金
付
申
請
書
(
下
水
道
課
に

あ
り
ま
す
)
を
、
下
水
道
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
市
下
水
道
課
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

ハハ
魚
津
市
職
員
の
異
動

l

4
月

1
日
付
け
で
次
の
と
お
り
職
員
の
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
部
長
級
〉

O
社

会

福

祉

課

長

水

井

久

子

O
総

務

部

長

清

河

O
建

設

課

長

野

住

秋

男

O
民

生

経

済

部

長

西

田

O
都
市
計
画
課
長
兼
運
動
公
園
事
務

O
建

設

部

長

大

城

所

長

宮

野

俊

盛

O
議

会

事

務

局

長

後

藤

O
開

発

課

長

大

村

信

義

O
消
防
長
職
務
代
理
者

O
会

計

課

長

梅

沢

四

郎

稲
場

O
行
政
委
員
会
事
務
局
長元

良

隆

O
教
育
委
員
会
総
務
課
長黒

田
美
弥
次

O
社

会

教

育

課

長

岩

崎

静

夫

O
体

育

課

長

滝

林

徹

夫

O
水

族

館

管

理

課

長

山

本

次

雄

O
埋
没
林
博
物
館
庶
務
課
長

池
川
富
士
夫

O
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

奥
村

O
消
防
署
長
兼
予
防
課
長島

沢

)11員良卓与
治一造作

〈
次
長
級
〉

O
水
道
局
次
長

〈
課
長
級
〉

O
総

務

課

付

加

藤

正

O
税

務

課

長

堀

田

和

孝

O
生

活

環

境

課

長

中

西

国

博

O
健
康
セ
ン
タ
ー
所
長
鹿
熊
紀
子

O
商

工

観

光

課

長

広

田

紘

三

O
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長

坂

本

秀

雄

石

崎

清

山
本

幸

平

元
野

儀

O
水
産
課
長

O
農
林
土
木
課
長

繁

利
夫1専

地
価
公
示
価
格
を

土
地
取
り
引
き
の
目
安
に
:
・

地
価
公
示
は
、
地
域
の
代
表
的
・

公
表
さ
れ
た
地
価
水
準
は
、
土

標
準
的
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
地
を
売
買
す
る
際
の
目
安
に
な
り

土
地
(
標
準
地
)
を
選
ん
で
、
こ
れ

ま

す

。
売
買
の
と
き
に
は
、
ま
ず
、

ら
の
地
価
に
つ
い
て
適
正
な
水
準
地
価
公
示
価
格
を
調
べ
ま
し
ょ
う
。

を
公
表
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

標
準
地
の
価
格
の
閲
覧
・
問
い
合
わ
せ
先

市
開
発
課

2
2
1
2
2
0
0
内
線

3
7
1



平成 4 年 5 ，Fj~…一一欄…一一一一一一…一一…

川
の
瀬
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

市
建
設
課
建
築
住
宅
係
企
辺

1
2
2
0
0
内
線

3
3
4

川
の
瀬
市
営
住
宅

4
号
棟

(μ
戸
)
が

6
月
末
日
ま
で
に
完
成
し
ま
す
。

ニ
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

マ
申
し
込
み
期
間

5
月
日
日
(
月
)
1
6
月
3
日
(
水
)

申
し
込
み
が
募
集
戸
数
に
達
し
な
い
場
合
は
、
達
し

た
時
ま
で
と
し
ま
す
。

マ
募
集
戸
数
泊
戸

マ

種

別

第

1
種
公
営
住
宅

O
間
取
り

広報うあ、づ

2
L
D
K
、
浴
室
、
便
所
、
サ
ン
ル
ー
ム

な
ど

2
1
4
階

3
L
D
K
、
浴
室
、
便
所
、
サ
ン
ル
|

ム
な
ど

マ

家

賃

4
0、
0
0
0
円

マ
入
居
日

7
月

1
日
(
予
定
)

O
申
し
込
み
者
が
募
集
戸
数
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選

に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

※
入
居
資
格

・
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
建

設
課
建
築
住
宅
係
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

(7) 

資
源
再
利
用
推
進
報
償
金
制
度

登
録
団
体
募
集
中

問
い
合
わ
せ
先
市
生
活
環
境
課

8
2
2
2
2
0
0
内
線

1
4
2



(8) 

事
を
争

0.草寺公
E
E苦
jt事
島
E
S
F
L
e
s
--5
3
a
F量
童
手

広報うあ、づ

市
庁
舎
に

英
文
字
併
用
の

案
内
表
示
板

を
設
置

側側側側側欄側側関欄悶 悶 悶 悶 悶 欄 悶 悶 悶 悶 悶 悶 悶 悶 悶 悶 悶欄欄欄欄欄欄欄欄欄欄欄関関欄欄職、 平成 4年 5円

新しい園舎が完成 経団保育園

H下年 8月か ら改築工事が行われていた経団保育園の園

舎が完成しました。

新しい園舎は、鉄筋コ ンクリー卜造、 平屋建、延面前!i

709.8m' て。総工代1(~:8 ，359万円をかけて建てられ、 3月23f 

日には竣功式が行われました。 I
中央の多目的ホールは、吹抜けにな っており、 三角形?

のガラス張りの屋似からは太陽の光が直接|昨.り白山、で、 2 
とても明るく開放的な雰囲気に包まれています。 l
前庭や運動広場は、まだ鰐備中で外へ出ることはでき 3

3 ませんが、広い図舎の中では 、園児たちが大喜びで遊び 3
1回っています。 !

市役所庁舎の案内表示が、日本語と英文'j':を併

用したものに変わり ホールに設置されました。

国際化の11寺代。魚w市を訪れる外民|人もWlえて

きました。また、現不正、 1001"，を超える外[;E!人が魚

津市に住んでいます。

市では、 情英語版市内ガイドブックの作成、、 い英

文字を併用した道路、観光地設の案内似の設iifん

などを行い、国際化H寺代に対応した{封づくりを進

めています。

市では、これからも道路楽内、公共施設の英文

字表示など、外国人の利用にも J7-慮した街づくり

を柏極的に行っていきます。

属

出

川
再
発
見
ハ
い

W
U

南

又

杉

林4
月
初
日
に
開
館
し
た
埋
没
林
博

物
館
は
、
約

1
5
0
0
年
前
の
杉
の

大
森
林
の
跡
で
あ
る
が
、
洞
杉
は
、

か

つ
て
の
埋
没
林
の
姿
を
偲
ば
せ
て

い
る
。
埋
没
林
を
見
学
し
た
方
は
、

是
非
、
洞
杉
を
見
て
い
た
だ
き
た
い

も
の
で
あ
る
。
か
つ
て
、
魚
津
の
平

野
部
は
、
海
岸
か
ら
南
又
の
付
近
ま

で
杉
の
原
生
林
で
覆
わ
れ
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

ぁ
・
の
比
一
ゐ
ゆ
.
3
W汁
ヴ
:

魚
津
ミ
ラ
ー
ジ
ュ

ぃJ
」
と
子
供
た
ち
。

t

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
合
唱
団
は
、
正
旦

合
唱
団

J
h

心
を
持

っ
た
子
供
を
育
て
た
い

l
音
楽
を
通
し
て
豊
か
な
感
性
が
芽

生
え
て
く
れ
れ
ば
l
Hと
願
い
、
(
社
)
新

…一…、申….<>"唱駒内側J

市
街
地
か
ら
片
貝
川
の
上
流
に
向

っ
て
単
を
約
初
分
あ
ま
り
走
ら
せ
る

と
、
片
岡
ハ
川
は
南
又
と
北
又
に
分
か

れ
る
。

こ
の
分
岐
点
を
右
折
し
さ
ら

に
叩
分
間
住
進
む
と
、
雨
乞
い
で
知
ら

れ
る
龍
石
(蛇
石
)神
社
に
着
く
。

こ
の

一
帯
は
標
高

5
0
0
1
7
0

0
m
の
山
間
部
で
、
植
林
さ
れ
た
杉

林
の
聞
に
樹
齢
数
百
年
の
杉
の
巨
木

が
密
集
し
、
今
で
は
珍
し
い
杉
の
原

生
林
を
形
成
し
て
い
る
。

地
元
で
は

H

洞
杉
H

と
呼
ば
れ
て
お

り
、
巨
木
の
多
く
は
、
大
き
な
岩
を
恨

で
く
わ
え
込
む
よ
う
に
生
え
て
い
る
。

幹
は
地
上
か
ら

2
1
3
m
の
と
こ
ろ

で
タ
コ
足
の
よ
う
に
何
本
に
も
分
か

れ
、
樹
冠
は
杉
特
有
の
円
錐
形
で
は

な
く
、
不
整
形
な
半
円
形
で
あ
る
。

こ
の
原
生
林
に
は
杉
の
ほ
か
、
ミ

ズ
ナ
ラ
、
ト
チ
、
カ
エ
デ
、
ベ
ニ
イ

タ
ヤ
、
ホ
ウ
ノ
キ
が
み
ら
れ
、
広
葉

樹
と
針
葉
樹
が
混
ざ

っ
て
い
る
。

「音
楽
は
得
意
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
こ

こ
で
歌

っ
て
い
る
の
は
す
ご
く
楽
し ;同



平成 4年 5月……………一…………………側関側側吋

(Iirru ん 頑F L
主 フランスのアルベールビルで聞かれた冬季パラリ ; 

i ンピ ック(3月25日-4月 1日)に出場していた吉田 1

1 久幸さん(広報 4月号で紹介)が、すばらしい成績を ? 
;収めて帰国しました。 I
i 滑降 9位、大回転16位、スーパー大回転12位と健!

内! 闘しました。出発前にrlO位以内に入れたら …」と話 i
? していた吉田さんですが、滑降でその思いを実現さ

iせました 0

! r滑降は、試合前に 3度のトレーニングランが義

1務付けられていますが、 1回目は完走すらできませ

j んでした。 9位といっ成績を残せてとても満足して

5 います」。

J r次回のノルウェ一大会では、6位入賞を目指し

5 てがんばります」と決意を新たにしていました。

!!j~ゃ..!'.1 
-‘-蜘.... “.. 噌剣....-e.れ

• 

一孝
必
軍
事
、
よ
*
量
・
長
官
訟
雪
事
後
g
tお
善
F
E
a
r岳
E
B
E
島
デ
塩
事
、

広報うあ、づ

.マ....':"""~戸p-'--"ユ醐…ζで~3~T:~
三乙、二hー与-~ 、7: r手+λw司 円?回目 F

川、{平巾父JlE女全ノエ Y閃住

4月12日、「魚津交通安全フェア」が魚津サンプラ

ザ前島i:半場で行われました。

これは 、4月6日から始まった前春の全国交通安

全運動ぃの一環として行われ、広〈交通安全を PR

しようというもの。交通安全市民大会 ・交通安全立

看板コンクール ・白バイの桜範演技 ・交通安全クイ

ズなどのイベントが行われました。

交通安全立看板コンクールには、市内30事業所か

ら32点の出品があり次の事業所が表彰されました。

会長賞津田青果( 械

署長賞(附丸八

記者クラブ賞 中川運輸(附

副会長賞 日本カーバイド工業側、魚津交通安全母

の会、魚津市交通センタ一村木支部、(捕魚

津清帰公社、(捕アンテ ・ロープ
h 、同噌噌叩脚悼悼酬明伸岬悼胸崎町師陣 叩哨岨-叫叫構内咽山脚時時々W明脚噌坤榊噌o..."!私

(9) 

川
青
年
会
議
所
な
ど
が
広
く
呼
び
か

け
、
昭
和
町
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
の
小
学
3
年
生
か
ら

6
年
生

ま
で
の
児
童
を
対
象
に
構
成
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
に
約
問
人
が
卒
業
。
現
在

包
人
が
毎
週
月
曜
日
、
市
民
研
修
セ

ン
タ
ー
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

指
導
に
当

っ
て
い
る
の
は
、
洗
足

学
園
魚
津
短
大
助
教
授
の
森
野
信
生

先
生
と
同
大
ピ
ア
ノ
科
を
卒
業
し
た

竹
垣
啓
子
さ
ん
の

2
人
。
「
美
し
い
も

の
は
人
の
心
を
惹
付
け
ま
す
。
美
し

い
音
や
声
も
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
音

や
声
も
訓
練
次
第
で
出
せ
る
よ
う
に
と
話
す
の
は
育
成
会
長
の
慶
野
達
二

な
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
る
だ
さ
ん
。

け
で
す
」
と
い
い
ま
す
。

同
合
唱
団
は
、
年
l
回
の
定
期
コ

「
合
唱
団
に
入
っ
た
子
供
た
ち
が

4

ン
サ
l
ト
の
ほ
か
、
市
内
で
行
わ
れ

年
間
で
ど
う
成
長
す
る
か
は
わ
か
り
る
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
で
歌

ま
せ
ん
が
、
こ
の
間
に
習

っ
た
歌
は
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
な
ど
を
披
露

一
生
覚
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
よ
」
し
て
い
ま
す
。

ベ仙沼
一気
進
本
と
お
ワ
ス
今
ち
ゃ
ん

高

縁

剛

至

く

ん

(浩

・
美
子
さ
ん

夫
妻
の
二
男
)
本
江

平
成
2
年
7
月
刊
日
生
ま
れ

《
お
母
さ
ん
の
一

言
》

思
い
や
り
の
あ
る
、
や
さ
し
い
子

に
な

っ
て
ね
。

石
浦
真
央
ち
ゃ
ん

(
茂
樹

・
久
美

子
さ
ん
夫
妻
の
長
女
)
青
島

平
成
2
年
7
月
お
日
生
ま
れ

a...~~ 

可L¥~~ 

《
お
母
さ
ん
の
て
一百》

い
つ
も
元
気
な
真
央
で
す
。
明
る

く
み
ん
な
と
仲
良
く
な
れ
る
子
で
す
。



。。
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(
募
集
〕

広報うあ、づ

……様
一義
務
怒

……芝川崎
…謀
議

……

……様
…懇
話
ポ

……話
摂
適
…諒

……

一一一一一一一一……一一平成4年 5月

魚
津
市
で
は
、
「
国
際
交
流
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
外
国
か
ら

の
訪
問
や
留
学
生
な
ど
の
受
け
入
れ

を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
訳

の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

-
「
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
と
は

一
泊
以
上
の
外
国
人
の
宿
泊
を
受

け
入
れ
て
く
だ
さ
る
家
庭

-
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
訳
」
と
は

日
常
の
外
国
語
の
会
話
で
、
外
国

人
に
こ
と
ば
の
援
助
が
で
き
る
人

-
応
募
・
間
合
先
市
企
画
広
報
室

(
8
2
1
2
2
0
0内
線
川
)

町
内
会
自
治
会
な
ど
で
、

法
人
化
を
希
望
す
る
団
体
は

手
続
き
を • 

町
内
会
・
自
治
会
な
ど
(
「
地
縁
に

よ
る
団
体
」
と
い
う
。)
は
、
従
来
法

律
の
う
え
で
、
い
わ
ゆ
る
「
権
利
能

力
な
き
社
団
」
に
該
当
す
る
も
の
と

位
置
づ
け
ら
れ
、
町
内
会
な
ど
で
財

産
を
保
有
し
て
い
る
場
合
、
団
体
名

で
の
不
動
産
登
記
が
で
き
ず
、
財
産

管
理
の
う
え
で
種
々
の
問
題
が
生
じ

て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
地
方
自
治
法
の
改
正

に
よ
り
「
地
縁
に
よ
る
団
体
」
は
、

所
要
の
手
続
き
(
法
人
格
を
得
る
た

め
の
市
長
へ
の
認
可
申
請
)
を
行
い
、

認
可
さ
れ
る
と
法
人
格
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
団
体

名
で
の
不
動
産
登
記
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

法
人
化
を
希
望
す
る
団
体
は
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

-
手
続
き
・
間
合
先

市
総
務
課
行
政
係

(
8
2
1
2
2
0
0
内
線
加
)

一
消
防
本
部
か
ら

危

険

物取

扱

試

験

ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
な
ど
の

取
扱
資
格
の
取
得

-
試
験
日

6
月
幻
日
(
日
)

・

種

類

全
種
類

-

場

所

魚

津
工
業
高
校
ほ
か

-

受

付

5
月
日
日
(月
)i
幻
日
(木
)

受
験
の
た
め
の

予
備
講
習
会

-
講
習
日

丙
種

5
月
初
日
(
水
)

乙
・
甲
種

5
月
幻
日
(
木
)

辺
日
(
金
)

魚
津
勤
労
者
会
館

-
場

所

防
火
管
理
者

資
格
取
得
講
習
会

-
講
習
日

-
場

所

6
月

η
日
(
水
)

6
月
時
日
(
木
)

日
日
(
金
)

魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー

5
月
お
日
(
火
)
j

6
月

8
日
(
月
)

甲乙
種種

-Z主
Jι 

付

※
申
込
・
間
合
先

市
消
防
本
部
予
防
課

(
E
M
|
0
2
9
5
 

学校体育施設の夜間利用を

名氏設名開放施電話番号名氏設名開放施

24-0597 治正岸)11 道下小体育館24-2340 昇松官官育体中西

24-8328 ムロ・"'e
・

健原梅住吉小体育館24-4156 博正)11 西中グラウンド

24-8198 行敏崎)11 上中 島小体育館22-5102 士
口欣7尺福育館体中東

24-0945 行1告田窪上野方小体育館24-1270 ム口
、
勺

J
E正田寺束中グラウンド

33-9606 治敏崎大松倉小体育館22-0814 勉崎呂大町小体育館

32-8433 要岡松片員小体育館24-1194 与志雄)11 士
ロ大町小グラウンド

31-7433 百合子里保西 布 施 小 体 育 館22-1485 敏勝五十井村木小体育館

33-9425 1T 員IJ沢島坪野小体育館24-4197 1T 信城山本江小体育館

31-3136 子ネ竜岸色天 神 小 跡 体 育 館22-1323 

24-1696 

男

千平

辰

昌

居

村

~ 

ID 

中

吉 島小体育館

経団小体育館
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富山県・
富山県警察本部

束尚
南包
窃

E
居
間

av翁
包
冒
間
切
錯
合
唱
申
グ

保
険
料
を
納
め

ら
れ
な
い
方
は

免
除
の
申
請
を

若
者
や
高
齢
者
の

交
通
事
故
が

増
え
て
い
ま
す

国
民
年
金
免
除
申
請

他
の
樹
木
へ
の
切
り
替
え
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

市
農
政
課
・
下
野
方
梨
組
合

-
所
得
が
少
な
く
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
人

・
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
経
済
的
に
困

難
な
人

-
失
業
や
営
業
不
振
な
ど
で
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
人

(
い
ず
れ
も
基
準
に
該
当
す
る
場
合
)

※
免
除
の
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

学
生
の
方
に
も
、
親
も
と
の
所
得

に
よ
り
免
除
の
制
度
が
あ
り
ま
す

0

・
申
込
期
限

5
月
初
日
(
土

)ま
で

・

間

合

先

市
民
課
国
民
年
金
係

告

別仏

|
2
2
0
0
内
線
川

・
川

-税務テレホン ・サービス (税務相談

室富山分室) ft0764-31-9222 

・健康テレホン ・サービス (県保険医

協会) ft0764-42-0003 

5月のテーマ

(月) 血液検査で、何がわかるか

(火) 解熱剤は病気を治さない

(水) 注射の受け方

(木) 歯の矯正は生え変わりの時期に

(金) お年寄りこそ牛乳を

(土・日 )細菌と医学の発達

.離錨圏堕圃・

納め忘れはありませんか

平成3年度の
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4
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日
午
前
ロ
時
現
在
、
県
内

の
交
通
事
故
死
者
増
加
率
は
前
年
比

η
・
9
%
で
、
全
国
で
宮
崎
、
島
根

に
次
い
で
ワ
ー
ス
ト

3
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。

若
者
や
高
齢
者
の
自
動
車
乗
車
中

の
事
故
死
が
増
え
、
相
変
わ
ら
ず
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
の
非
着
用
の
事
故
も
目

立
っ
て
い
ま
す
。
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刊
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市

-
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率

全
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ト

3
位

iご寄付ありがとう

ございZましだペ然予?を之

b社会福祉基金として

山田源平島尻

横田幸 彦 経 団 西 町

魚津市役所職員互助会

魚津工業高等学校

インターアクトクラブ

高瀬 光男蛇田

金谷康文黒部市若栗

浦島 弘大光寺

紙谷ち た 大 海 寺 野

川 原 田竹雄経団西町

平固定 、げ経田中町

小 滝 勇正火の宮町

南 忠雄山女

宮崎 直三緑町

谷口 貞 夫上村木

b善意銀行へ

松 木 政雄上口二丁目

故南塚又左ヱ門 江口

辻 昭夫青島

大崎利昭 北 鬼 江 一 丁目

魚津第二保育園職員一同

紺屋みち子 本町一丁目

魚津市美術文化協議会々長

黒瀬ファミリー 相木

長谷川 益 雄 黒 部 市 立 野

四十内松栄 本町一丁目

船田安子末広町

板井直江末広町

本田助作経団中町

坂本治夫滑川市制1I原

友田 道?fi 新角川二丁目

石崎七郎本町二丁目

小栗好子本町一丁目

宮本 重義大光寺

里山奇あい子 慶野

黒部雄 一青島

久保田茂北鬼江

高木 宏上口一丁目

(有)魚津鋭金古島

畠山敏一長引野

有沢武雄本町二丁目

広田 昌策本江

森田理吉末広町

野村 幸男立石

-市政情報テレホンサービスft22-3600

.キャプテン・サービス(テレビ画面案

内)市役所ロビー、水族館無料休憩所

・求人テレホン ・サービス (魚津公共

職業安定所)男子 (月 ~木)

女子(金~土)宮24-8841

50，000円

50，000円

8，300円

100，040円

50，000円

100，000円

30，000円

50，000円

100，000円

100，000円

100，000円

100，000円

1，000，000円

10，000円

30，000円

50，000円

30，000円

50，000円

4，000円

20，000円

28，907円

5，000円

30，000円

10，000円

3，000円

3，000円

50，000円

100，000円

10，000円

5，008円

3，000円

3，000円

3，000円

50，000円

50，000円

100，000円

5，000円

3，000円

5，000円

50，000円

50，000円

5，000円

広報うおづ。1)



(12) 

一一一鎗ル

一一一書|間

一図戸一日

5月の日曜開館 《
10日・ 24日 C 

翌日月曜日は休館ですζ

広報うあ、づ機関側関一一 … 一 一 一 欄 側 関 欄欄吋欄欄一一……;平成 4年 5円

特
別
整
理
休
館

5
H初
日

(
土
)

か
ら

6
川
8

H

(
月

)
ま
で
、
本
の
終
息

の
た
め
休

館
い
た
し
ま
す
。

6
H
9
H
(
火
)
か
ら
削
館
し
ま

す
。あ

な
た

めも
くべ
る!
日寺と手ふ

聞きを

② 

新
し
い
本
か
ら

〈
一
般
〉

こ

こ

ろ

の

処

方

釜

河

合

科
学
す
る
十
二

の

院

佐

J

R
時
刻
表
の
大
研
究

J

R
逆
行
研
究
会

わ

が

友

本

田

宗

一

郎

井

深

大

世

紀

末

へ

の

発

進

部

合

信

彦

大
地
の
教
え
オ
ス
マ
ン

・サ
ン
コ
ン

ビ
ー
ル
戦
争
の
舞
台
裂

瀧

川

綾

子

大
相
撲
な
ん
で
も
知
り
た
い

話

・
気

に

な

る

話

細

田

勝

〈
文
学
・
小
説
〉

ア
フ
リ
カ
の
蹄

帯
本

狼
奉
行

高
情

義 j主
夫生

ト
機
械
の
本

佐
雌

神
保
の
川
こ
り
い
け
川
一
城

川

れ

と

き

ど

き

H

十
日
も
あ
り

-
-
r
v
J
 

I
IJ川
叩
よ

H
比
ド
、

υ』
ド
ド
什
吋

恥
凪

H
Ha
L
え

ド
ル

J
↑

4
・'H
J
・
い
い
仰
山

口
刀
引
仁

マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
の
心
的

M
M帆
久

山

医

仙

川

犬

の

小

川

朴

川

仙

桃
H

化
一札

制

肝

耕

三

〈
富
山
の
本
〉

川ぃ
一…

仰

の

弥

三

太

郎

中

山

五

一

山

岳

民

流

北

限

制

林

川

秀

樹

仁
川

h
u
ιJ

じ
じ
t
λ

ワ
ハ
ソ
3
1

'
l
I
L
ふ
れ

ム

M
Y』
U
冷

f
l
l

杉

谷

川

仰

と

や

ま

の

沌

北

日

本

新

聞

社

ηし
山
し
は
、
ひ
と
り

3
冊

2
週

間
で
、
無
料
で
す
。

後:
光 f

図
書
の
ご
寄
贈
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

尖 1It，t

マ
間
U

マ
水
越

ポ川ド
乞
4
7
車市小

Ety
--rI〕

L
ふ

q

，

昨
山
下
」
仏

A
Y
ポ
ホ

J
j
i
4
 

-
¥
.
、

円什
1

J
A
1
寸
l
-
-J
桐

山
山
市

、... .
 

、... .
 

2
'
 

相p

教

室

な
と

~ 
」

5
川
U

H
(水
)

F
去
l
k
J
O
¥
J
i

f

2
l

一

M
H
q
u

ノノ

「
紙

一
主
」
「
数
え
る
」

「
紘
一兆
」
二
旬
づ
っ

脇

坂

正

少

先

生

会

兼

包

助
言
者

南
川
つ
れ
パ
ド
.U

ロ
H
(火

ぺ工
|作

グ

文隼
珍雄

高
見

賢
太
郎
く
ん

道
下
小
学
校

5 
年

学
校
で
は
図
工
ク
ラ
ブ
に
入

っ
て

い
て
、
い
ろ
ん
な
も
の
を
作
る
の
が

好
き
で
す
。

V
ど
ん
な
本
が
好
き
?
・

こ
わ
い
話
や
、

プ
ラ
モ
デ
ル
の
本

が
好
き
で
す
。

「
ハ
l
メ
ル
ン
の
筒
ふ
き
」
も
、

お
も
し
ろ
か

っ
た
で
す
。

図
書
館
は
、

本
が
た
く
さ
ん
あ
っ

て
、
け

つ
こ
う
れ
に
入

っ
て

い
る

と、

言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

m
H
(火

土hLF ビ 11央ム 11央
リ己後 ッ 刷 If!lu 
I 4 ケミ
小If与と ン

ザ I 大
生 4 あ

Hキざ
30 ら
分し

お

H
(火

と

象き

対
市

民

会

館

催

物

岱

2
1
1
3
0
2

2 'i;;; 
会 /夕 仙刊立' 

会 |二1iLlj 
"排出念 tIiUll 

説 111 本JJI)|l t見liLn||l会ス
(-見〈 ポ40
11央11央

晶l朋E、岨セ 表嗣発hJ全品会
此|問

~o/J 

Itlri 1 
二氏 講ツ年，iL 

名
tZエb、

P¥I A¥131 P¥130 A¥124 P¥110 
ぅt1分 101::1 1 IJ 分 101:1 うj'6 1::1 と

I 1I.'i I I~ .! ~ 11.¥' ? I lI.y:;- 111年!u さ
15 15::' i

J

! 30) H 30 ::. 

八 小大 当 411f. 4Hf. ~ ~}，長
人

O人人 H 無;:.1-]( 場
o 円 jハ1-- 券 ポ|

本↓
半・ト 事・↓ )指;

」
"は
と
児
童
セ
ン
タ
ー

m
u
m
-
2
4
0
2
 

5
月
の
行
事

女
子
ど
も
の
日
の
つ
ど
い

5
日
(火

)
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時

1

会
母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り

7
日
(本
)1

9
日
(
土
)

※
代
用
印
円
を
添
え
て

5
日
ま
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
休
館
日
〉

十
時
過
月
曜
日

・
国
民
の
祝
日

6
日

〈
似
枠
休
館
〉

編

集

後
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う
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づ

、
今
月
号
か
ら
全
紙

面
を
再
生
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で
お
届
け
す
る
こ
と
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な
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ま
し
た
。

再
生
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で
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す
る

こ
と
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省
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ま
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く
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大
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に
し
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地
球
の
環
境
を
守
る
た
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に
、

広
報
も
で
き
る
こ
と
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始
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し

た
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魚
津
市
の
色
は
何
色
だ
ろ
う
。
先

日
電
話
で
市
の
マ
ー
ク
の
色
を
尋
ね

ら
れ
た
時
か
ら
、
こ
の
素
朴
な
聞
が

自
分
の
頭
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。

広
報
に
携
わ

っ
て
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っ
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魚
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つ
い
て
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
か
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だ
ろ
う
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は
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だ
ろ
う
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年
の
テ
!
?
に
し
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広
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取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
・:
(
Y
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印刷/魚津印刷株式会社

口

(平成 4年 4月1日現本)

人口 (，iij)川比)

(男) 23.873人 (-52) 

(女) 25.806人 (-60) 

計約.679人 (-112) 

世帯数 14.403世帯

(外国人登録を含む)

人

編集/企画広報室

の市


